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令和３年８月３１日 

株式会社 但馬銀行  

 

 

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」に基づく 

取組方針および取組状況の公表について 

 

 株式会社但馬銀行は、お客さまの資産運用・資産形成に関する業務におい

て、お客さま本位の取組みを実践するため、金融庁の「顧客本位の業務運営

に関する原則」（以下「金融庁の原則」といいます。）に基づき、平成２９

年６月に「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」（以下「基本方針」

といいます。）を制定しております。  

今般、令和３年１月１５日に金融庁の原則が改訂されたことを踏まえ、当

行の基本方針に基づく取組方針および取組状況を見直しのうえ公表いたしま

したのでお知らせいたします。  

 今後につきましても、基本方針に則り、お客さまに満足いただける商品・

サービスの提供に努めてまいります。  

 

以 上  
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【基本方針に基づく取組方針および取組状況】  

基本方針  

１．商品ラインナップの充実  
２．お客さまの立場に立った情報提供やコンサルティングの実践  
３．お客さま本位の態勢整備  

取組方針  

１．お客さまの最善の利益の追求  
お客さまの最善の利益を追求するため、お客さまのニーズやライフプランに応じ

た金融商品・サービスの提供に努め、コンサルティングを実践してまいります。  
 

２．利益相反の適切な管理  
お客さまの利益を不当に害すること、例えばお客さまの意向に沿わない手数料

の高い商品・サービスを優先して提案することのないよう、お客さまとの利益が
相反する可能性を正確に把握・管理し、適切に業務を遂行してまいります。  

 
３．手数料等の明確化、重要な情報の分かりやすい提供  
・お客さまの負担する手数料等の費用が、どのようなサービスに対する対価であ

るかを含め、各種手数料の透明性の向上を図るとともに、分かりやすい手数料
体系の情報開示に努めてまいります。   

・お客さまへの商品提案の際には、図表や指標等分かりやすい資料を用いて、比
較可能な複数の商品を提案するなど、商品特性・リスク特性・手数料等投資判
断に影響を及ぼす重要な情報について、分かりやすく丁寧な説明に努めてまい
ります。  

・複数の金融商品をパッケージにした商品（外貨建一時払い保険等）の勧誘・提
案にあたっては、運用対象として比較可能な他の金融商品を含めて提案し、お
客さまにとって最も有効な運用方法を判断いただけるよう、情報提供に努めて
まいります。  

 
４．お客さまにふさわしい金融商品・サービスの提供  
・お客さまの金融知識、取引経験、財産の状況、投資目的等をしっかりとお伺い

したうえで、お客さまの属性やニーズに応じた最適な金融商品・サービスの提
供に努めてまいります。  

・お客さまにふさわしい金融商品・サービスを提供する観点から、想定されるニ
ーズ、商品の分かりやすさ、手数料水準、リスク・リターン等を踏まえて事前
検証を十分行ったうえ、定期的に投資信託や生命保険の新商品を導入するとと
もに、既存商品の見直しを行い、商品ラインナップの整備に取り組んでまいり
ます。  

・商品販売後も、安心して取引していただけるよう、お客さまのニーズや市場環
境の変化に応じて、お客さまの運用状況や市場環境等の情報提供を適時・的確
に行い、お客さまの投資判断のサポートに努めてまいります。特に、ご高齢の
お客さまや評価損を抱えているお客さまに対しては、よりきめ細やかな情報提
供に努めてまいります。  

 
５．従業員に対する適切な動機づけの枠組み等  
・定期的な研修等を通じて、お客さま本位の業務運営を実践するよう行内に浸透

させるとともに、高度な専門性と倫理観を持ち、誠実かつ公正に業務遂行が行
える人材の育成に努めてまいります。  

・お客さまの安定的な資産形成に資するため、お客さま本位のコンサルティング
に必要な知識・スキルを習得できるよう、職員に対する教育・研修体制の充実
に努めるとともに、公的資格取得を奨励するなどコンサルティング能力を有す
る専門性の高い人材の育成に努めてまいります。  

・お客さまのニーズ・利益を踏まえたお客さま本位の営業活動が行えるよう、特
定の運用商品の販売に偏らない評価体系を導入するなど、業績評価体系の整備
に努めてまいります。  
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取組方針１．お客さまの最善の利益の追求  

① 投信自動積立（振替額・契約先数）、投信残高・投信保有顧客数  

お客さまの安定的な資産形成に有効な投信自動積立やつみたてＮＩＳＡ等の活用をご

提案しており、振替額、契約件数は着実に増加しています。今後もこの取り組みを継続

して推進し、より多くのお客さまと取引していただけるよう、努めてまいります。  

 

【投信自動積立（振替額・契約先数）】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【投信残高・投信保有顧客数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円、人）  
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【指標（共通ＫＰＩ）】  

共通ＫＰＩの内容  

１．運用損益別顧客比率  

投資信託を保有しているお客さまについて、基準日時点の保有投資信託にかか

る購入時以降の累積の運用損益（手数料控除後）を算出し、運用損益別に顧客比

率を示した指標です。  

個々のお客さまが保有している投資信託について、購入時以降どのくらいのリ

ターンが生じているかを見ることができます。  

２．投資信託預り残高上位２０銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン  

  設定後５年以上の投資信託の預り残高上位２０銘柄について、銘柄毎および預

り残高加重平均のコストとリターンの関係、リスクとリターンの関係を示した指

標です。  

  中長期的に、商品のリスク・コストに比べて、どのようなリターン実績を持つ

商品をお客さまに多く提供してきたかを見ることができます。  

 

② 運用損益別顧客比率（共通ＫＰＩ）  

・令和３年３月末基準で運用損益がプラスとなったお客さまの比率は、７８．５％とな

り、令和２年３月末と比較して５４．３％ポイント上昇しました。  

・引き続き、アフターフォロー等を通じて適時適切な情報提供を行い、お客さまの中長

期的な資産形成に資するコンサルティングを実践してまいります。  
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③ 投資信託預り残高上位２０銘柄のコスト・リターン／リスク・リターン  

（共通ＫＰＩ）  

令和３年３月末基準の残高上位２０銘柄の平均コストは２．０８％、平均リスク１７．

５４％に対し、平均リターンは８．０５％となりました。  

 

【令和３年３月末基準】  

 

【令和２年３月末基準】  
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【平成３１年３月末基準】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（参考）投資信託預り残高上位２０銘柄（共通ＫＰＩ）  

【令和３年３月末基準】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※金融庁が公表した以下の基準に基づき算出しています。  
コスト  ：当行販売手数料率上限の１ /５と信託報酬率の合計値  

 リスク  ：過去５年間の月次リターンの標準偏差（年率換算）  
 リターン：過去５年間のトータルリターン（年率換算）   

（単位：％）

No 銘柄名 コスト リスク リターン

1 ﾆｯｾｲ豪州ﾊｲ･ｲﾝｶﾑ株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型)(ﾗｯｷｰ･ｶﾝﾄﾘｰ) 2.49 22.25 3.63

2 ﾀﾞｲﾜ･US-REIT･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型)Bｺｰｽ(為替ﾍｯｼﾞなし) 2.22 16.06 5.50

3 たんぎん世界好配当株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ) 1.84 17.01 5.85

4 明治安田J-REIT戦略ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾘｰﾄ王) 1.43 13.11 5.53

5 ひふみﾌﾟﾗｽ 1.74 15.38 13.32

6 明治安田米国中小型成長株式ﾌｧﾝﾄﾞ 2.75 21.22 20.46

7 ｱﾑﾝﾃﾞｨ･ﾛｼｱ東欧株ﾌｧﾝﾄﾞ 2.49 24.40 12.34

8 明治安田外国債券ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型)(夢実現(毎月分配型)) 1.60 5.43 1.11

9 JPMｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ医療関連株式ﾌｧﾝﾄﾞ 2.51 17.46 11.07

10 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ225 1.01 16.58 13.25

11 ﾆｯｾｲJﾘｰﾄｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 1.54 13.47 4.03

12 三菱UFJ豪ﾄﾞﾙ債券ｲﾝｶﾑｵｰﾌﾟﾝ(夢実月) 1.60 9.34 1.14

13 女性活躍応援ﾌｧﾝﾄﾞ(椿) 2.04 20.20 15.60

14 ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ関連株ﾌｧﾝﾄﾞ－ﾛﾎﾞﾃｯｸ－ 2.48 19.38 20.22

15 短期豪ﾄﾞﾙ債ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 1.43 10.18 1.07

16 ﾊﾘｽ世界株ﾌｧﾝﾄﾞ（毎月決算型） 2.70 24.38 11.25

17 ｱｼﾞｱ好利回りﾘｰﾄ･ﾌｧﾝﾄﾞ 2.38 16.78 7.69

18 HSBCﾌﾞﾗｼﾞﾙｵｰﾌﾟﾝ 2.86 34.74 2.22

19 HSBCｲﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ 2.97 24.77 9.12

20 ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾘｰﾄ･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型) 2.26 19.38 -1.18
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【令和２年３月末基準】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成３１年３月末基準】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

No 銘柄名 コスト リスク リターン

1 ひふみﾌﾟﾗｽ 1.71 15.03 13.87

2 ﾆｯｾｲ豪州ﾊｲ･ｲﾝｶﾑ株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型)(ﾗｯｷｰ･ｶﾝﾄﾘｰ) 2.44 15.92 2.63

3 たんぎん世界好配当株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ) 1.80 12.86 4.41

4 JPMｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ医療関連株式ﾌｧﾝﾄﾞ 2.48 18.86 7.20

5 ﾀﾞｲﾜ･US-REIT･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型)Bｺｰｽ(為替ﾍｯｼﾞなし) 2.18 15.56 9.96

6 三菱UFJ豪ﾄﾞﾙ債券ｲﾝｶﾑｵｰﾌﾟﾝ(夢実月) 1.57 8.87 -1.41

7 ﾆｯｾｲJﾘｰﾄｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 1.51 8.53 7.79

8 明治安田外国債券ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型)(夢実現（毎月分配型)) 1.57 7.16 1.09

9 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ225 0.99 15.70 8.82

10 明治安田J-REIT戦略ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾘｰﾄ王) 1.40 7.69 8.60

11 明治安田米国中小型成長株式ﾌｧﾝﾄﾞ 2.70 21.02 10.85

12 新成長株ﾌｧﾝﾄﾞ(ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞ･ｶﾊﾞｰｽﾞ) 2.48 16.08 22.04

13 ｱｼﾞｱ好利回りﾘｰﾄ･ﾌｧﾝﾄﾞ 2.35 12.00 10.62

14 ﾊﾘｽ世界株ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型) 2.65 20.28 3.97

15 ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾘｰﾄ･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型) 2.21 13.99 5.87

16 短期豪ﾄﾞﾙ債ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 1.40 9.61 -1.94

17 ｱﾑﾝﾃﾞｨ･ﾛｼｱ東欧株ﾌｧﾝﾄﾞ 2.46 20.52 5.09

18 HSBCﾌﾞﾗｼﾞﾙｵｰﾌﾟﾝ 2.81 33.34 -1.67

19 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｿﾌﾞﾘﾝ･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型) 1.67 6.34 1.49

20 高成長ｲﾝﾄﾞ･中型株式ﾌｧﾝﾄﾞ 2.79 19.83 15.51

（単位：％）

No 銘柄名 コスト リスク リターン

1 ひふみﾌﾟﾗｽ 3.06 15.86 6.98

2 ﾆｯｾｲ豪州ﾊｲ･ｲﾝｶﾑ株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型)(ﾗｯｷｰ･ｶﾝﾄﾘｰ) 1.81 21.19 -8.20

3 たんぎん世界好配当株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾘｰﾑ) 2.80 16.48 -3.46

4 ﾀﾞｲﾜ･US-REIT･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型)Bｺｰｽ(為替ﾍｯｼﾞなし) 1.64 16.77 -1.93

5 明治安田J-REIT戦略ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)(ﾘｰﾄ王) 2.22 12.38 1.57

6 三菱UFJ豪ﾄﾞﾙ債券ｲﾝｶﾑｵｰﾌﾟﾝ(夢実月) 1.90 9.26 -4.77

7 ｱﾑﾝﾃﾞｨ･ﾛｼｱ東欧株ﾌｧﾝﾄﾞ 2.23 24.37 2.01

8 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ225 3.85 17.09 1.13

9 JPMｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ医療関連株式ﾌｧﾝﾄﾞ 1.78 18.82 -0.98

10 ﾆｯｾｲJﾘｰﾄｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 2.00 12.81 -0.45

11 新成長株ﾌｧﾝﾄﾞ(ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞ･ｶﾊﾞｰｽﾞ) 1.76 18.75 13.20

12 明治安田外国債券ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型)(夢実現(毎月分配型)) 1.30 5.88 -0.46

13 明治安田米国中小型成長株式ﾌｧﾝﾄﾞ 1.58 22.25 3.57

14 女性活躍応援ﾌｧﾝﾄﾞ(椿) 1.38 20.49 6.68

15 ﾊﾘｽ世界株ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型) 1.62 23.13 -4.70

16 短期豪ﾄﾞﾙ債ｵｰﾌﾟﾝ(毎月分配型) 2.22 10.27 -4.96

17 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｿﾌﾞﾘﾝ･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型) 1.20 5.19 -0.56

18 ｱｼﾞｱ好利回りﾘｰﾄ･ﾌｧﾝﾄﾞ 1.50 17.10 -0.67

19 高金利国際機関債ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型) 2.27 12.65 -4.91

20 ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾘｰﾄ･ｵｰﾌﾟﾝ(毎月決算型) 1.61 18.40 -8.10
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取組方針２．利益相反の適切な管理  

取組方針３．手数料等の明確化、重要な情報の分かりやすい提供  

取組方針４．お客さまにふさわしい金融商品・サービスの提供  

④ 投資信託、生命保険ラインナップ、投資信託、一時払い保険販売上位１０商品  

・お客さまの多様なニーズにお応えするため、定期的に投資信託や生命保険の新商品を導入

するとともに、既存商品の見直しを行い商品ラインナップの整備に取り組んでおります。  

・金融商品のラインナップについては、運用会社の系列に関わらず幅広い商品の中から、想

定されるニーズ、商品の分かりやすさ、手数料水準、リスク・リターン等を踏まえて商品

選定しています。  

・お客さまのニーズに応じた商品をご提案し、様々な投資対象の商品を販売しております。  

・お客さまへの商品提案の際には、図表や指標等分かりやすい資料を用いて、比較可能な複

数の商品を提案するなど、商品特性・リスク特性・手数料等について、お客さまに十分ご

理解いただけるよう、分かりやすい説明に努めております。今後につきましては、より一

層、お客さまへの重要な情報の分かりやすい提供に努めるため、２０２２年度中を目途

に、多様な商品の比較を容易にすること等を目的とした「重要情報シート」の導入に向け

て、投信会社・保険会社・証券会社と連携して検討を進めてまいります。  

 

【 投 資 信 託 ラ イ ン ナ ッ プ （ 令 和 ３ 年 ３ 月 末 現 在 ） 】   【 生 命 保 険 ラ イ ン ナ ッ プ （ 令 和 ３ 年 ３ 月 末 現 在 ） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

取扱商品数 取扱商品比率

円建て 2 13.3%

終身保険 2 13.3%

外貨建て 13 86.6%

定額個人年金 4 26.6%

変額個人年金 1 6.6%

養老保険 0 0.0%

終身保険 8 53.3%

15 100.0%

取扱商品数 取扱商品比率

定額個人年金 0 0.0%

終身保険 3 15.0%

収入保障保険 2 10.0%

変額保険 2 10.0%

医療保険 8 40.0%

介護年金保険 1 5.0%

就業不能保険 2 10.0%

がん保険 2 10.0%

20 100.0%

保険種類

一
時
払
い

合　計

保険種類

合　計

平
準
払
い

取扱商品数 取扱商品比率

国内債券 3 2.2%

国内株式 23 16.9%

海外債券 25 18.3%

先進国 14 10.2%

ハイイールド 2 1.4%

新興国 9 6.6%

海外株式 41 30.1%

先進国 27 19.8%

新興国 14 10.2%

国内ＲＥＩＴ 5 3.6%

海外ＲＥＩＴ 11 8.0%

バランス型 24 17.6%

その他 4 2.9%

136 100.0%

投資対象

合　計
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【投資信託販売上位１０商品（令和２年度）】  

 

【一時払い保険販売上位１０商品（令和２年度）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 投信会社名 商品名

1 ﾚｵｽ･ｷｬﾋﾟﾀﾙﾜｰｸｽ ひふみﾜｰﾙﾄﾞ+

2 三井住友ﾄﾗｽﾄ・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 次世代通信関連 世界株式戦略ﾌｧﾝﾄﾞ

3 大和ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ﾀﾞｲﾜ･US-REIT･ｵｰﾌﾟﾝ（毎月決算型）Bｺｰｽ（為替ﾍｯｼﾞなし）

4 明治安田ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 明治安田米国中小型成長株式ﾌｧﾝﾄﾞ

5 大和ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ FANG+ｲﾝﾃﾞｯｸｽ･ｵｰﾌﾟﾝ

6 明治安田ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 明治安田J-REIT戦略ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月分配型)

7 ﾆｯｾｲｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ﾆｯｾｲ豪州ﾊｲ･ｲﾝｶﾑ株式ﾌｧﾝﾄﾞ(毎月決算型)

8 三井住友DSｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 米国分散投資戦略ﾌｧﾝﾄﾞ（5倍コース）

9 ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄOne ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾊｲｸｵﾘﾃｨ成長株式ﾌｧﾝﾄﾞ（為替ﾍｯｼﾞなし）

10 ﾆｯｾｲｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ﾆｯｾｲSDGｓｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｾﾚｸﾄﾌｧﾝﾄﾞ（資産成長型・為替ﾍｯｼﾞなし）

国内REIT

海外株式

ﾊﾞﾗﾝｽ

海外株式

海外株式

海外株式

投資対象

海外株式

海外株式

海外REIT

海外株式

順位 保険会社名 商品名 通貨 種　類

1 太陽生命保険 My介護Bestﾌﾟﾗｽ 円貨 介護年金

2 ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命保険 ｻﾆｰｶﾞｰﾃﾞﾝEX 外貨 定額終身

3 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命保険 ﾌﾟﾚﾐｱﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ2 外貨 定額終身

4 三井住友海上ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命保険 しあわせ、ずっと2 外貨 定額終身

5 ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命保険 ﾋﾞｰｳｨｽﾞﾕｰﾌﾟﾗｽ 外貨 定額終身

6 日本生命保険 ﾛﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑGOLD3 外貨 定額終身

7 三井住友海上プライマリー生命保険 あしたの、よろこび2 外貨 定額年金

8 三井住友海上プライマリー生命保険 やさしさ、つなぐ 外貨 定額終身

9 ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命保険 USﾄﾞﾙ建終身保険 ドルSmart 外貨 定額終身

10 ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命保険 ｳｪﾙｽﾃﾞｻﾞｲﾝ 外貨 定額終身
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⑤ アフターフォローの実施状況  

商品販売後も、安心して取引していただけるよう、お客さまのご年齢や運用状況、市

場環境の変化に応じて、適時・的確に情報提供を行い、お客さまの投資判断のサポー

トに努めております。  

特に、ご高齢のお客さまや評価損を抱えているお客さまに対しては、よりきめ細やか

な情報提供を行うよう努めており、リスク性商品（投資信託、生命保険、外国債券）

を保有していただいているお客さまに対し、一定の条件のもとに実施しているアフタ

ーフォローの実施率は９０％以上となっています。  

 

【アフターフォローの実施状況】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組方針５．従業員に対する適切な動機づけの枠組み等 

⑥ 教育・研修の実施状況  

・お客さまの資産形成やライフプランに応じたお客さまにふさわしい金融商品・サー

ビスを提案できるよう、商品知識の習得や、コンサルティング提案スキルの向上を

目的とした研修を定期的に実施し、職員に対する教育・研修体制の充実に努めてお

ります。  

・お客さまの安定的な資産形成に資するため、ＦＰなどの公的資格取得を奨励するな

ど、コンサルティング能力を有する専門性の高い人材の育成に努めております。  

・お客さまのニーズ・利益を踏まえたお客さま本位の営業活動が行えるよう、特定の

運用商品の販売に偏らない評価体系を導入するとともに、運用損益別顧客比率を業

績評価体系に組み入れるなど、業績評価体系の整備に努めております。  

 

【教育・研修の実施状況（令和２年度）】  

 

 

 

 

 

              

（単位：％）  

対象先 実施率

平成30年度
・投資信託、生命保険の販売先（75歳以上の高齢者）
・投資信託、生命保険の販売先（損失発生先）
・投資信託の新規口座開設先

99.58

令和元年度
・投資信託、生命保険、外国債券の販売先（75歳以上の高齢者）
・投資信託、外国債券の販売先（損失発生先）

99.38

令和2年度
・投資信託、生命保険、外国債券の販売先（75歳以上の高齢者）
・投資信託、外国債券の販売先（損失発生先）

99.07

※リスク性商品（投資信託、生命保険、外国債券）を保有していただいているお客さまに対し、

高齢者や損失発生先など、一定の条件のもと半年に１回の周期でアフターフォローを実施して
います。  

※相場急変時には定期的なアフターフォローに加え臨時でアフターフォローを実施しています。  

 

（単位：回、人）  

実施内容 実施回数 受講者数

商品知識の習得を目的とした研修 33 1,742

コンサルティング提案スキルの向上を目的とした研修 32 293

以 上  


